
全部 

新ジャンル「独り言」

1 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 10:01:01.99
ID:GY/jd61h0

男「さ、帰るかな・・・」 
女「やだよね一人で寂しく帰るのって
　　友達いないのかなあの人」
男「ん？（俺にいってんのか？）」
女「でもそんなこといって実は私も寂しかったりする
　　はぁ悲しい」
男「一緒に帰るか？」
女「そうやってすぐ孤独を紛らわそうとしつつも
　　私はうん一緒に帰ろうとしかいえないわけだ
　　私弱いな」

ぼそっ
男「正直一緒に帰れてうれしい」

2 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 10:03:47.77
ID:uC8If+Z10

ツン？　とりあえず期待 

3 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 10:09:19.35
ID:GY/jd61h0

女「弁当忘れてるよこの人 
　　相当なおっちょこちょいだなー」
男「後ろ向いてても明らかに俺に対しての言葉ッ！？」
女「あーお弁当作りすぎちゃった」
男「・・・もらっていいか？」
女「意地汚い人がいるなー
　　でも食べきれないからもったいないなー」
男「うまいぞ、さんきゅーな」

ぼそっ
男「まずいが・・・俺のために作ってくれたんだもんな」

5 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 10:14:23.21
ID:GY/jd61h0

男「雨・・・か」 
すっ
女「今日なかなか大きい傘持ってきちゃったし
　　雨で濡れてるのをほっておくのも寝覚めが悪そうだ、うん」
男「なかなかうれしいぞ」

ぼそっ
男「本当はそうなりたくてわざともってこなかったんだけどな」



6 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 10:19:10.06
ID:GY/jd61h0

俺が投下できるのは十二時までです 

男「独り言ばかりいってるとはげたりするかもな」
女「・・・・・・」

女「確かに・・・そんなこときいたことがあるな
　　でもそれってストレスとかそういうのが原因だよね
　　きっとそうだ。うん、大丈夫
　　デモなんか不安だなー」

ぼそっ
男「困ってる困ってる・・・かわいいやつめ」

7 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 10:25:42.09
ID:GY/jd61h0

男「この問題むずー」 
女「あ、これはこの前やった・・・で解くのか・・・なるほど」
男「・・・でけた、サンキュー女」
女「ここに・・・してもできる別解も確かあったっけ」

三日後

教「女くん、テスト中に独り言はやめなさい」
女「ついうっかりしていた」

ぼそっ
男「あー、やっぱりな」

8 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 10:36:10.11
ID:GY/jd61h0

女「素直になれない人間なんてそこらじゅうにいる気がする 
　　きっと気持ちをつたえることには勇気がいるのだろう
　　あ、無理だ、無理無理できっこない
　　諦めるのも手かなー。いやそんなことはないだろう」
男「なんか悶々としてるな、どうしたんだろう」
女「好きな人がいるとかわいくなるっていうけど
　　どうなのかな、わたしかわいくなったかな、
　　って自己賛美だよまったく」
男「・・・よくわからんが俺はおまえが割と好きだぞ」
女「でた、自己解釈
　　やだよやだよ自分の都合のいいようにしか考えられないのは」
男「悪かったな」

ぼそっ
女「ありがと」



9 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 10:40:04.41
ID:uC8If+Z10

>>8 
会話してね？ 

10 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 10:40:12.97
ID:cHwlCKw9O

俺のハートにど真ん中ストレート 

11 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 10:40:27.66
ID:1GsGRB/4O

これは期待できそうか？ 

12 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 10:42:47.49
ID:GY/jd61h0

男「歌ってある意味独り言だな」 
女「♪」
男「おまえ歌うまいな」
女「♪」
男「歌ってるあいだって無視が多いよな（まぁお前はいつもだが）
女「♪」
男「無視されて一人でしゃべるのもある意味独り言か」
女「♪」
男「♪」

ぼそっ
女「男君歌下手だな」

13 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 10:44:35.73
ID:GY/jd61h0

>>9 
そうだな 
いろいろな方向で考えてみるがいくつか失敗するかもな

15 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 10:53:39.15
ID:GY/jd61h0

女「この状況は好ましいものじゃない 
　　たいていの人間が不平を言う時期だし
　　ばてて動けないものも多発する」
男「（暑いといえばいいのに）」
女「しかしこの教室には冷房の類はなく
　　私の席の配置は窓側の日差し
　　何かで自分を冷やしたい」
男「・・・あおいでやるよ」
女「・・・すずし」



17 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 11:00:20.23
ID:AzOJtdO2O

ぼそっ 
「このスレ、キライじゃないぞ」

18 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 11:08:07.61
ID:GY/jd61h0

女「あるある・・・ 
　　うん、これはない・・・
　　なんだろこれ、気になるなー・・・」
男「普段独り言言わないやつもテレビ見るといったりするよな
　　（おまえはいつもだが）」
女「うわ、この髪の色はないなー・・・
　　展開速いよ、ありえない・・・
　　初めてで気持ちいわけない・・・」
男「ちょｗｗｗ！？人のエロゲ始めんなぁ！！」

19 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 11:15:57.50
ID:GY/jd61h0

友「男君、この前かしたCDかえして」
男「おう・・・ほらよ」
友「やっぱいいよねこの曲とくにここがさ・・・」
男「あー、うんうんここはお気にだ」
女「じー」

女「やはり共通の趣味は必要で
　　そのためにまず会話が必要だけど
　　どうしてもその勇気がなくて・・・はぁ」
男「女、最近いい曲買ったんだぜ。貸してやるから聞いてみろよ」
女「・・・なかなかうれしいわけで」

ぼそっ
男「安心しろよ・・・共通の趣味なんかなくったって好きだから」

20 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 11:22:22.27
ID:GY/jd61h0

ネタ尽きた 
書き手さんいらっしゃる？

21 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 11:31:04.01
ID:Cuk5Kizw0

Vipperには書けないだろうｗ
いつも今北産業なんだからｗ
当然オレも㍉！

22 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 11:45:59.04
ID:GY/jd61h0



もう行かんと・・・ 
明日の一時まで保守があってくれたなら
続きが書ける

23 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 11:50:30.80
ID:Cuk5Kizw0

明日の1時までは㍉だろー
すぐオチちゃうのはもったいないから他の板で立てれば？
それか明日の午後に立て直し。

24 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 12:15:04.88
ID:GY/jd61h0

最終投下 

女「告白だ・・・できるはず」
男「（また何かブツブツ）」
女「こ、これは独り言！」
男「ん？」
女「わ、私男君が・・・
　　
　　　　　　　　・・・好き（やた。言えたぁ）」
男「え？聞いてなかった」

独り言はスルーされるから独り言なのだ

25 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 12:41:37.44
ID:Bg/2/7iJO

落ちるか 
まぁ妥当か

31 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 14:24:31.04
ID:hzw3wj0a0

どっちかというと男に萌える俺は・・・・ 

32 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 14:42:38.34
ID:GY/jd61h0

時間十分空いた 

男「おつかいは面倒だ・・・ん、女だ」
女「え、と、きゅうりと・・にんじん・・カレー粉・・」
男「今夜はカレーなのか？」

男「きゅうり！！？」

33 ：以下、名無しにかわりましてVIPがお送りします。 ：2007/06/04(月) 14:50:58.19
ID:GY/jd61h0



男「んー何回か好きだとはいってみたが、如何せんレスこない」 
女「告白・・・したいが一回失敗したし
　　男君は私を友達と思ってる節があるに違いないからな」
男「何かいい方法はないものか」
女「きっかけがあればなぁ」

男「・・・・・・・え？」
女「・・・・・・・へ？」
男「いま・・・壁越しにいるのは女か？」

続く

 


